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１．はじめに 

筆者は 3 年前より、環境学習の効果を測定す

るために、人間の一生に着目し長期的に評価す

る手法、すなわち人間そのものを対象とした

HLCA(（ヒューマン・ライフサイクルアセスメ

ント）を提唱し、内子町での実践活動の効果を

HLCA の視点で評価してきた。これまでの研究

では内子町内の保育園・幼稚園、小学校、高校

における実践結果を公表してきたが、大学生の

活動の評価についてはまだ行っていない。 

そこで本研究は、芝浦工業大学生の内子町で

の実習を例に、大都市圏に住む大学生が地方の

中山間地域において活動した結果、ジェネリッ

クスキル（＝社会人基礎力）などの意識・行動

にどのような変容が見られたかを、HLCA の考

え方を用いて分析することを目的とする。 

２．研究の対象と方法 

対象は、芝浦工業大学環境システム学科の「環

境フィールド実習」という屋外授業を 2017年度

に受講した 2 年生である。この授業は、6 ヶ所

の見学・体験を行い、1 ヶ所について発表会で

報告するという形式である。実習は選択式です

べて必須ではないが、およそ 4 ヶ所の実習に参

加することで単位取得が可能になる。 

HLCA と地域の持続可能性指標の評価フレー

ムを、図 1 に示す。対象が大学生であるため、

実習への参加という介入・刺激に対し、高校生

までの過去の体験の多さによって変容度が異な

るという仮説を立て、これを検証する。 

授業の履修者は 22 名で内子町での実習参加

者は 18 名であった。発表会終了後、履修者全員

を対象にアンケート調査を行い、20名から回答

を得た。質問内容はジェネリックスキル（15項

目）、地域貢献・自己研鑽意思（7 項目）につ

いて、受講前と受講後の状況をそれぞれ 5 段階

で尋ねるとともに、影響を受けたものを記入し

てもらった。また、スキルに関係する行動の過

去の経験（5項目、5時点）について尋ねた。 

３．結果 

3.1 ジェネリックスキル 

（1）履修前と履修後の自己評価の比較 

ジェネリックスキルの 15 の個別項目につい

て「とてもそう思う」+「そう思う」の回答比率

を履修前後で比較したものが表 1 である。この

ようにすべての項目について、履修後に統計的

に有意に上昇していた。15項目をジェネリック

スキルの 10 分類に統合した場合も同様の結果

が得られたことから、本授業は全体として効果

があったと言える。 

（2）個別の実習の影響力 

 影響を受けた実習の種類を挙げてもらい、10

分類に集計した結果を図 2 に示す。全体の平均

では情報収集力などリテラシーの 3 項目が 3 割

前後挙げられたが、影響力が最も大きいのは「神

楽坂」であった。しかし他の項目はすべて「内

子町」が 4～5割と、最大値を示した。 

 
仮説：Σ（行動B1i×原単位 I1i×頻度B1）≠Σ（行動B2i×原

単位 I2i×頻度 B2）であるか？ 

図 1 HLCA の評価フレーム 1)



表 1 履修前後のジェネリックスキルの自己評価 

前 後 検定

1
教科書や講師の配布資料から、現時見学や調査に必要

な情報を集める
19% 81% ***

2 都市やまちの特徴を文献・資料から読み取る 19% 76% ***

3
説明や配布資料を鵜呑みにせず、客観的データや現地

で見聞きしたことから現状や課題を分析
10% 67% ***

4
与えられた課題を実施する方法や手順、スケジュール

を構想
10% 62% ***

5 都市やまちの現状や課題を多面的に把握 14% 67% ***

6
都市やまちの問題・課題が発生する原因や背景につい

て、多面的に考察
14% 62% ***

7
都市やまちの問題・課題も解決策について多面的に考

察
14% 57% ***

8 相手の話を素直に聞き、相手に話しやすい状況を作る 29% 67% ***

9
グループ別の行動や作業の際に自分の役割を理解し、

多のメンバーと協力して進める
33% 90% ***

10
グループ別の行動や作業の際に意見を調整・整理した

上で、次の行動・作業の提案
24% 62% ***

11
気持ちの揺れをコントロールして、冷静に議論したり

判断することができる
43% 67% *

12 物事を前向きに考え、自分を変革 24% 57% **

13
与えられた役割や作業を主体的に実行し、最後までや

りきる
48% 90% ***

14
自分の学習や行動すべき内容を把握し、実施の手順や

スケジュールを計画
14% 67% ***

15
意見を言うだけでなく、提案したことを実際に行動に

移す
10% 62% ***

NO. 質問項目

「とてもそう思う」+
「そう思う」の比率

内子町の祭り手伝い・観光客調査等

神楽坂における建築・都市問題
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実践力

全体

大宮キャンパス樹木調査 見沼区の緑地観察と斜面林管理

東京湾暑熱環境の実測体感ツアー 内子町の祭り手伝い・観光客調査等

多摩NT・長池公園の見学・体験 神楽坂における建築・都市問題

体験・観察結果についての発表会

図 2 影響を受けた実習の種類(ジェネリックスキル) 

 

4.2 社会貢献・自己研鑽意思 

履修前と後で、「とてもそう思う」の比率が

7 項目中 6 項目で有意に高まった。内子町が最

も影響が大きい項目は「困っている人の援助」

「コミュニケーション力」のみで、他はすべて

神楽坂の影響力が最大であった。 

4.3 過去の体験の有無による影響 

過去の経験の有無によってジェネリックスキ

ルの差があるかどうか、「とてもそう思う」と

「そう思う」の合計値を比率の差の検定によっ

て把握した。履修前は過去の経験の有無で回答

にほとんど差が見られなかったが、履修後は表

2 に示すように構想力を除き有意な差が見られ

た。行動持続力は高校での経験のみ影響を及ぼ

していたが、他のスキルはすべての時期で影響

を及ぼしていることがわかった。 

４．考察とまとめ 

大学生に「環境フィールド実習」のような野

外実習を行うことはジェネリックスキルや社会

貢献・自己研鑽意思の向上に大きな効果があっ

た。また、内子町など地方の農山村で大都市圏

の学生が活動することは、特にコンピテンシー

項目の向上に効果があった。さらに過去に活動

経験がある学生は、履修前は他の学生と変わら

ないが、履修後の効果が未経験の学生より大き

かった。このことから、幼児期から切れ目なく

地域学習や社会活動を行うことが重要と言える。 
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表 2 過去の経験とジェネリックスキルの関係 

情報

収集

力

情報

分析

力

課題

発見

力

構想

力

親和

力

統率

力

自信

創出

力

行動

持続

力

計画

立案

力

実践

力

小学校 *** *** *** ** *** * * *** ***

中学校 *** *** *** ** *** ** *** ***

高校 *** *** *** *** *** ** *** *** ***

大学 *** *** *** *** *** ** *** ***

小学校 ** *** *** ** *** *** * ** ***

中学校 *** *** *** ** *** *** *** ***

高校 *** *** *** *** ** * ***

大学 *** *** *** *** *** ** *** ***

小学校 ** ** * * * ** ***

中学校 *** *** *** ** *** ** ** ***

高校 *** *** *** *** *** ** * *** ***

大学 *** *** *** *** *** *** *** ***

小学校 *** *** *** ** *** ** ** ***

中学校 ** *** *** ** ** ** ** ***

高校 ** *** *** *** *** ** ** * ***

大学 *** *** *** *** *** ** *** ***

小学校 *** *** *** ** * **

中学校 *** *** *** * *** * *** ***

高校 *** *** *** *** ** ***

大学 *** *** *** *** *** *** *** ***

　　　　　スキル

過去の経験

集団

協議

経験

観察

傾聴

経験

課題

解決

経験

外部

発表

経験

活動

参加

経験

 *** 1% ** 5% * 10%の危険率で有意 
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表 3 履修前後の社会貢献・自己研鑽意思の自己評価 

前 後 検定 前 後 検定

1 都市やまちの課題解決 15% 50% *** 60% 70%

2 地方の農山村の課題解決 5% 30% ** 40% 80% ***

3 国際社会の課題解決 15% 25% 40% 60% *

4 困っている人の援助 5% 25% ** 50% 80% **

5 情報分析・課題発見力 10% 40% ** 50% 60%

6 コミュニケーション力 15% 55% *** 65% 80%

7 行動力・自己変革力 20% 60% *** 70% 75%

NO. 質問項目

「とてもそう思う」の
比率

「とてもそう思う」+
「そう思う」の比率
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東京湾暑熱環境の実測体感ツアー 内子町の祭り手伝い・観光客調査等

多摩NT・長池公園の見学・体験 神楽坂における建築・都市問題

体験・観察結果についての発表会

 

図 3 影響を受けた実習の種類(社会貢献・自己研鑽意思)

表 4 影響を受けた実習の種類(ジェネリックスキル) 

分類

　
スキル

実習内容

情報
収集
力

情報
分析
力

課題
発見
力

構想
力

親和
力

統率
力

自信
創出
力

行動
持続
力

計画
立案
力

実践
力

全体

影響力平均 30% 30% 31% 26% 24% 18% 22% 19% 26% 28% 28%
大宮キャンパス樹木調査 24% 12% 10% 14% 10% 0% 5% 10% 14% 19% 12%
見沼区の緑地観察と斜面林管理 24% 14% 13% 10% 19% 0% 5% 10% 10% 19% 14%
東京湾暑熱環境の実測体感ツアー 38% 36% 37% 24% 24% 14% 19% 19% 24% 33% 32%
内子町の祭り手伝い・観光客調査等 24% 43% 40% 52% 43% 48% 48% 33% 52% 40% 42%
多摩NT・長池公園の見学・体験 43% 36% 40% 19% 14% 14% 14% 14% 19% 26% 29%
神楽坂における建築・都市問題 43% 60% 61% 24% 29% 14% 19% 19% 24% 36% 42%
体験・観察結果についての発表会 14% 10% 15% 38% 29% 38% 48% 29% 38% 24% 24%

リテラシー コンピテンシー

 

 

表 5 影響を受けた実習の種類(社会貢献・自己研鑽意思) 

分類

　

スキル

実習内容

都
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ま
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解

決
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見
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コ

ミ

ュ

ニ

ケ
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シ

ョ

ン

力

行

動

力

・

自

己

変

革

力

影響力平均 42% 21% 24% 16% 44% 46% 44%

1 大宮キャンパス樹木調査 15% 10% 5% 10% 30% 30% 30%

2 見沼区の緑地観察と斜面林管理 20% 10% 10% 10% 30% 30% 30%

3 東京湾暑熱環境の実測体感ツアー 55% 20% 30% 15% 55% 50% 50%

4 内子町の祭り手伝い・観光客調査等 55% 30% 35% 25% 50% 65% 55%

5 多摩NT・長池公園の見学・体験 55% 25% 25% 20% 55% 40% 40%

6 神楽坂における建築・都市問題 75% 40% 45% 20% 60% 60% 60%

7 体験・観察結果についての発表会 20% 15% 15% 15% 25% 45% 40%  


